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6. ぴあのわ 2017 参加報告 

―他大学との交流とその成果― 

 

下川千尋1・西村瑠佳2・春名恭太朗3・平塚杏子4 

 

1. ぴあのわとは 

ぴあのわとは、全国にある大学のピアサポート組織からピアサポーターが集まり、各大学

の活動についての意見交換や課題に関する議論を行う、年一回の合同研修会である。ぴあの

わ 2017 は 10 回目のぴあのわとなり、2017 年 2 月 17 日と 2 月 18 日の計 2 日開催された。

また、幹事校は東京大学ピアサポート室であり、開催場所は東京大学であった。今回は各大

学から大学生ピアサポーターと教員の合計約 180 名が参加し、北海道大学からは現役ピア

サポーターの平塚、下川、西村、春名とアドバイザー教員の齋藤先生、加えてオブザーバー

として本ピサポート室 OB の鎗水5、鈴木6が参加した。 

 

2. ぴあのわ 2017 の概要 

 はじめにその内容であるが、1 日目は 4 つのプログラムから成り、1 番目にカルフォルニ

ア大学サンディエゴ校の Reina Juarez 博士7による「ピアによる学生サポート活動：より健

康的な大学キャンパスコミュニティのためのメンタルヘルス・アウトリーチ＆エンゲージ

メント戦略」というテーマの講演があった。 

2 番目に各大学のピアサポーターが事前に用意したポスターを用い、それぞれの組織にお

ける活動内容について職員の方含め交流を行った。図 1 に本ピアサポート室で作成したポ

スターを示した。このポスターセッションの様子については図 2 に示した。 

                                                  

1 北海道大学文学部 4 年 

2 北海道大学理学部 3 年 

3 北海道大学文学部 4 年 

4 北海道大学文学部 4 年 

5 2013～2014 年度北海道大学ピアサポート室代表 

6 2015 年度北海道大学ピアサポート室代表 

7 Director, Counseling and Psychological Services, UC San Diego  
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3 番目の公開シンポジウムでは「大学におけるピアサポート活動の実際と課題」というテ

ーマの元で内野悌司准教授8と森本紗代氏9による話題提供及び Reina Juarez PhD と高野明

准教授10を交えた指定討論が行われた。大学におけるピアサポート活動の問題点として相談

件数の少なさや負担の偏りなどが挙げられ、その解決方法に広報活動の改善やサポーター

間の相互理解などが提示されていた。 

4 番目には懇談会が開催され、会食しながら参加者同士で交流を行った。サポーターや教

員間での交流を打ち解けた雰囲気で行うことで、より活動に関して詳細な議論を行うこと

が出来た。懇談会の様子については図 3 に示した。 

 

 

 

 

 

 

                                                  

8 広島大学保健管理センター/ピア・サポート・ルーム 

9 東京大学ピアサポートルーム ピアサポーター 

10 東京大学学生相談ネットワーク本部ピアサポートルーム 室長 
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図 1 ぴあのわのために作成したポスター 

 

北海道大学
ピアサポート室
下111千尋、呑名恭人閉、
平塚杏子` 西村瑠佳

I 北海道大学の特徴 I 

ほぽ全ての学部が札幌キャンパスに集まってお

り、一年生と二年次以降の学生が同じキャンパ

スで学ぶ。

北海道大学には 「学部移行」と いうシステムが

ある。一年生は入試形態にかかわらず全貝が

「総合教育部」に所屁 し、2年次以降にそれぞ

れの学部に移行する。特に総合入試で入学 した

学生は成績によって移行先が決定する。また、

学部学生のおよそ7割が自宅外から通学してお
り、 一人吾ら しの学生が多い ことも特徴だ。学

業や一人吾ら しによる環境の変化の他に、バイ

ト、 サーク ルなど悩みや困 りごとを抱えている

が、 身近に相談できる相手がいない学生もいる。

学生同士で助け合う場が必要

フリースペースとしてのピアサポート室

北海道大学ピアサポート室は、 学生による学生のため フリースベースにならないように、サポーターからの

の相談窓口 と、 フリースペースとしての機能を持って 声かけやピアカフェなどのイベントを通して、サポー

いる。フリースベースとすることでピアサボー ト室に ターと利用者とのつながりを大切にし、 いざというと

入りやすい雰囲気をつくり、そ こから気軽な相談を引 き相談しやすい環境づくり に勁めている。また、壁面
き出せるようにしている。平日（長期休暇除く ） には、ピアサポーターのプロフィ ールカー ド、大学機

12:00-16:30毎日開室しており、 自習、食事、友人と 関からの 「おしらせ」、学生主催のイベントのチラシ
の雑談、授業の間の息抜きなどに使われている。特に、 などが掲示されている。

お昼休みに昼食を取りに来る方が多い。ただ、 単なる

相談業務

相談内容は学業に関することから

対人関係について、文具の借用ま

で多岐にわたっている。学生から

の相談を待つだけでなく、利用者
にサポーターから声をかけ、雑談

をしながら利用学生の抱えている

悩みに答えていくこともある。
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 図 2 ポスターセッションの様子              図 3 懇談会会場の様子 

 

続いて 2 日目は分科会と全体会という 2 つのプログラムから成っていた。 

分科会では 6 つのグループに分かれてそれぞれ別のテーマについて情報共有と議論を行

った。例えば「ピアサポート活動の意義について」や「ピアサポーター同士の交流について」

といったテーマのグループがあり、どのグループも活発な議論を行うことが出来たように

見受けられた。 

その後、全体会にて各グループで討論した内容をまとめてその結果を発表し、さらにグル

ープ外の学生や職員からも意見を募り、より深い議論を交わすことが出来たように感じた。

分科会の様子については図 4 に、全体会の様子は図 5 に示した。 

 

 

 図 4 分科会の様子                      図 5 全体会の様子 

 

上記 2 日間の活動を通して全国の大学のピアサポーターと交流することが出来ただけで

なく、北海道大学ピアサポート室の活動を改めて客観的に見直す良いきっかけになったよ

うに思う。以下では、ぴあのわで得られた成果や 2017 年度の活動に活かしたアイデアなど

を提示する。 
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3. ぴあのわで得たもの・ぴあのわの影響で始めた取り組み 

ぴあのわを通して得たものの中で一番にあげられるのは、ピアサポーター同士の情報共

有の重要性である。北大ピアサポート室ではシフトと月に一度の全体会議やこちらもおお

よそ月に 1 度のチームごとの小会議が、ピアサポーターが顔を合わせる機会である。しか

し、同じ時間帯のシフトにならない人や忙しくて会議等に顔を出せない人もでてきてしま

い、情報共有がおろそかになることがある。 

このような情報共有の困難さは、ぴあのわ 2017 全体を通して盛んに議論された項目のひ

とつであった。ピアサポーター同士の理解が下がり、ピアサポーターにとってピアサポート

室という組織が居心地のよい場所ではなくなってしまうことや、情報がうまく共有されな

いことにより、ピアサポートの活動に参加するモチベーションが下がってしまうことは他

大学も抱える共通の悩みであったのである。そしてぴあのわにおいて議論する中で情報共

有についての問題点を共有したり、他大学の取り組みについて知ることができた。 

 北大ピアサポート室ではぴあのわで議論したことを生かして情報共有のための 3 つの取

り組みを行った。 

まず 1 つ目の取り組みは、各人の忙しさ等の状況を知るためのアンケートの実施である。

これはピアサポーター同士が忙しさやアピールポイントといった各人の状況を理解し、お

互いの状況を理解することで活動をしやすくするためのものである。 

 2 つ目の取り組みは、情報共有ノートの作成である。情報共有ノートとは、シフト中のサ

ポーターの悩みや提案等を書き込み、その書き込みに対して他のサポーターが回答、提案、

意見をするというものである。これは、業務中に浮かんだ不安やアイデアをシフトであまり

顔を合わせないピアサポーターも含めて共有し、ピアサポーター間のコミュニケーション

を活発にするとともに、些細な問題をくみ上げ全体会議など全体での議論に持ち上げるた

めのものである。 

 3 つ目の取り組みは、グーグルドライブの活用である。全体会議やチームの小会議の議事

録、掲示物のデータ等をピアサポート室のグーグルドライブで共有することで、時間や場所

の制約を受けることなくピアサポーターがピアサポート室のデータにアクセスできるよう

にした。運営に関する情報共有をよりスムーズに行うために導入した。 

 加えて、情報共有のための取り組みだけではなく、ぴあのわで他大学から刺激を受けたこ

とで、チラシの刷新とピアサポーター主催の研修という 2 つの取り組みを行った。 
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チラシの刷新は、ピアサポート室のことを知らない学生に向けてピアサポート室の活動

内容をわかりやすく伝えるために行った。新入生向けに配布するチラシおよびピアサポー

ト室室外に掲示するチラシを刷新した。刷新したチラシについては図 6 に示した。 

 次に研修についてであるが、北大ピアサポート室では、従来は相談員の教員による研修が

中心であり、ピアサポーターが主催する研修は行われてこなかった。しかし、ぴあのわにお

いて研修に関する議論をする中で、ピアサポーター主催の研修を行う団体から話を聞き、北

大ピアサポート室でもピアサポーターによる研修を開催するに至った。研修の内容は、履修

制度や新渡戸カレッジの制度についてであった。研修は、講師も聴講者もピアサポーター同

士であったために、ざっくばらんな雰囲気で質問が活発になされるなど良い雰囲気で行わ

れたように思う。 

 上記のようにぴあのわに参加し他大学から刺激をうけ、意見を交換することで北大ピア

室に新しい働きが生まれ、ピアサポーター同士の状況を確認するアンケート、情報共有ノー

トの作成、グーグルドライブの活用、チラシの刷新、ピアサポーター主催の研修などが新た

に行われた。 

 ぴあのわに参加する大学のピアサポート団体は、大学公認か否か、メンバーの人数、活動

内容などは様々であるが、モチベーションの維持や活動の維持など抱える悩みは共通する

部分が多い。その共通の悩みをぴあのわで集まった全国各地の仲間と共有し意見を出し合

うことで、他大学からもらえたアドバイスを自身の組織に持ちかえり問題を解決したり、他

大学のピアサポート組織の状況を知ることで北大ピアサポート室の活動を客観的にとらえ、

潜在的に抱えていた問題に気付いたりすることができる。さらには、他大学から受けた刺激

を北大での活動に還元することができる。それゆえ、今後もぴあのわに参加し、全国各地の

仲間とともに大学におけるピアサポート活動を高めてゆきたい。 
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図 6 新入生に配付したチラシ 

学生による学生支援機関

ピアサポート室

＊お気軽に来てください！

時間 l
平日12:QQr-v 16: 30 巳巴］情報教育館2F

北図書館よこ

ピアサポート室って？ 一
ピアサポートとは、 仲間 (peer)による支援 (support)です

✓2年生以上の北大生がピアサポーターとして在室

Jフリースペースとして使える場所です

飲食・自習・仮眠・雑談も ~ ;(、"重
OK! 

J机やイス、文貝などを自由に使えます 専門書もあります

✓先輩北大生に栢権伎もできます！どんなことでも大丈夫！
愚痴・時間割・学部移行・部活サークル・・・などなんでも

惑痴を聞いて

欲しい！
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